
政策階層
資料６－２(第２部会 分野Ⅱ「くらし」)



地域活性化に関する政策政策５

分野Ⅱ「くらし」

現状・課題

現状データ 参考３ 福井市の現状データ集（令和７年６月ver.)の該当ページご確認ください。

• 本市ではこれまで人口減少に打ち克つための様々な施策に取り組むことで、人口減少の進行度合

いを緩和してきましたが、歯止めをかけるまでには至っておりません。

• 将来にわたって本市の活力を維持し、安心で豊かな暮らしを維持していくためには、県外への若

者転出超過の改善や出生数の増加など、引き続き、取り組むべき課題が山積しております。

• 地域においては、住民同士のつながりの希薄化が進んだことにより、自治会未加入世帯が増加し

ています。また、人口減少や少子高齢化等に伴い、自治会活動の担い手が不足しており、自治会

活動の存続が危ぶまれる状況となっています。

• 持続可能で活気あふれる地域づくりのため、移住定住の推進や豊かな住環境の整備、自治会業務

のデジタル化など持続可能で特色のある地域づくりを促進する必要があります。

• 若者の県内定着状況（P２８）

• 移住者数の推移（P２９）

• 自治会加入率（P３２）
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分野Ⅱ「くらし」
地域活性化に関する政策政策５

キーワードを参考に協議していただきますが、
あくまでも一例であり、必ずしもこだわる必要はございません。

キーワード
市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定

ふるさと
住民登録制度
（二地域居住等）

空き家
地域コミュニティの

あり方

地域の魅力を発信して人の流れを呼び込み、持続可能で活気あふれるまちをつくる

政策階層

目標（取組の方向性）

具体的内容

• 地域の活性化や将来的なUIターンにつなげるため、関係人口の創出により裾野拡大に取り組みます。

• 地域の特色や魅力を発信するとともに、地域資源や空き家の利活用を推進し、移住・定住を促進します。

• 地域の自主的なまちづくり事業を推進し、地域コミュニティの維持・活性化につなげます。
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共生・協働に関する政策政策６

分野Ⅱ「くらし」

現状・課題

現状データ 参考３ 福井市の現状データ集（令和７年６月ver.)の該当ページご確認ください。

• 地域社会で安心して暮らすことができ、また、活躍できるまちづくりを進めるためには、相互の

価値観や多様性を認め合える意識づくりが重要です。

• ライフスタイルに応じた選択ができる環境づくりに加え、様々な分野におけるアンコンシャス・

バイアス（無意識の思い込み）を減らし、誰もが個性や能力を発揮しながら活躍できる地域社会

づくりが求められています。

• また、本市の在留外国人数及び人口に占める割合は、コロナ禍以降、右肩上がりとなっておりま

す。様々な国の人たちが安心して支え合えるまちづくりが求められています。

• さらに、今後も市民のボランティアの力を高め、市民と行政が共に支え合う社会を目指す必要が

あります。

• 女性の就業状況（P３３）

• 都道府県版ジェンダー・ギャップ指数（P３６）

• 市内在留外国人数の推移（P３７）
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分野Ⅱ「くらし」
共生・協働に関する政策政策６

キーワードを参考に協議していただきますが、
あくまでも一例であり、必ずしもこだわる必要はございません。

キーワード
市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定

アンコンシャス
・バイアス

*無意識の
思い込み

多文化共生 国際交流

誰もが尊重され、それぞれの個性や能力を発揮しながら、活躍できるまちをつくる

政策階層

目標（取組の方向性）

具体的内容

• 性別や年齢等にとらわれず、一人ひとりの個性や能力を活かし、あらゆる分野での活躍につなげ、

 全ての人がともに担う地域社会づくりを推進します。

• 様々な国の人たちが手をつなぎ、共に支え合うまちづくりに取り組みます。
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福祉・健康に関する政策政策７

分野Ⅱ「くらし」

現状・課題

現状データ 参考３ 福井市の現状データ集（令和７年６月ver.)の該当ページご確認ください。

• 急速な人口減少及び少子・高齢化が進行する中で、市民全員が健康意識を高め、生活習慣病の発

症、重症化予防など、健康寿命を延ばすことで、安全、効果的な医療の実現や医療費抑制など、

安心して医療を受けられる持続可能な社会保障制度が求められています。

• また、高齢者、障がい者等が住み慣れた地域で安心して暮らすことができる社会の構築や、新た

な感染症への備えなど、市民が安心安全に暮らせるよう、一層の取組が求められています。

• 医療の状況（P３９）

• 特定健診受診率の推移（P４０）

• 平均寿命と健康寿命の推移（P４５）
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分野Ⅱ「くらし」
福祉・健康に関する政策政策７

6

キーワードを参考に協議していただきますが、
あくまでも一例であり、必ずしもこだわる必要はございません。

キーワード
市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定

フレイル予防 介護人材
地域包括ケア

の強化

市民の心と体の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って安心して暮らせるまちをつくる

政策階層

目標（取組の方向性）

具体的内容

• 誰もが生涯にわたり、心身ともに健康で生きがいを持ち、自立した生活を送れるように市民の健康を守ります。

• 高齢者、障がい者など、様々な立場を理解、認め合い、共に支えあう地域共生社会の実現に向け、

 誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。



環境に関する政策政策８

分野Ⅱ「くらし」

現状・課題

現状データ 参考３ 福井市の現状データ集（令和７年６月ver.)の該当ページご確認ください。

• 「２０５０年のゼロ・カーボンシティ」の実現に向けて地球温暖化対策を進めるため、令和７年

度から１２年度までを期間とする「地球温暖化対策実行計画 福井市脱炭素アクションプラン」

を策定し、市民の脱炭素型ライフスタイルへの転換や、市有施設におけるエネルギーの有効活用

など、環境負荷の低減に取り組んでいます。

• 里地・里山の保全・利活用や、都市部における緑化に取り組み、豊かな自然環境や快適な生活環

境の保全に努めています。

• 今後、市民、市民組織、事業者、行政が連携する取組や、環境にやさしい生活への転換、環境の

ことを共に考え行動できる人材を育成していくことがさらに重要となります。

• ごみの状況（P５３）

• 自然エネルギー、公害の状況（P５４）

• 気温変動、温室効果ガスの状況（P５５）
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分野Ⅱ「くらし」
環境に関する政策政策８

キーワードを参考に協議していただきますが、
あくまでも一例であり、必ずしもこだわる必要はございません。

キーワード
市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定

第７次
エネルギー
基本計画

デコ活
新ごみ処理

施設

環境にやさしい持続可能なまちをつくる

政策階層

目標（取組の方向性）

具体的内容

• 市民、市民組織、事業者、行政が連携し、良好な生活環境を保全するとともに、恵まれた自然環境や、

    みどりが豊かで快適な都市環境を守り育てます。 

• ２０５０年のゼロ・カーボンシティの実現に向けて環境負荷の低減や循環型社会の形成を図り、

 将来にわたって持続可能なまちづくりを進めます。
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安全安心に関する政策政策９

分野Ⅱ「くらし」

現状・課題

現状データ 参考３ 福井市の現状データ集（令和７年６月ver.)の該当ページご確認ください。

• 本市の犯罪発生件数は増加傾向にあり、女性や子ども、高齢者を狙った犯罪が多発しています。

• 近年は、手口が巧妙化した特殊詐欺事件や匿名・流動型犯罪グループによる組織犯罪など住民の

安全を脅かす事案が増加しています。

• また、北陸新幹線福井開業により、県外からの来訪者の増加から、治安状況の変化も懸念されて

います。

• 火災等から市民を守るためには、消防体制の整備と防火意識の啓発とともに、高齢化社会に対応

するための救急体制の強化が重要です。

• 今後も関係機関が連携して効果的な啓発活動を行い、地域ぐるみで犯罪に対する抑止力を高める

仕組みづくりや交通安全への対策等が求められています。

• 火災・救急の状況（P５６）

• 特殊詐欺の被害状況（P６２）

• 交通事故の状況（P６４）
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分野Ⅱ「くらし」
安全安心に関する政策政策９

キーワードを参考に協議していただきますが、
あくまでも一例であり、必ずしもこだわる必要はございません。

キーワード
市民からいただいた意見や社会情勢の変化を踏まえ設定

匿名・流動型
犯罪グループ

マイナ救急

自転車乗車時

の交通ルール

遵守

事件事故・火災に強い安全安心なまちをつくる

政策階層

目標（取組の方向性）

具体的内容

• 市民の生命・身体・財産を守るため、市民の防火意識や地域の防犯力向上を図ります。

• 誰もが安全・安心な消費生活を送ることができるよう、相談解決力強化を図ります。

• 県や警察、交通安全団体などと連携し、交通安全意識の啓発に取り組み、安全で安心な地域づくりを進めます。
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